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2022 年 11 月 15 日 

各位 

会 社 名：株式会社イノベーション 

代 表 者 名：代表取締役社長 CEO 兼 COO 富田 直人 

（コード番号：3970 東証グロース） 

問 合 せ 先：取締役 CFO        山﨑 浩史 

（ Ｔ Ｅ Ｌ：03-5766-3800） 

 

(訂正・数値データ訂正)「2023 年 3 月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結）」の一部訂正について 

 

当社は、2022 年 11 月９日に発表した「2023 年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内

容の一部に訂正すべき事項がありましたので下記の通りお知らせします。また、数値データにも訂正がありま

したので訂正後の数値データも送信します。 

なお、訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

記 

１．訂正の理由 

  「2023 年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容について、一部誤りがありました

ので、これを訂正するものであります。 
 

２．訂正の内容 

  サマリー情報 

  ※注記事項 （４）発行済株式数（普通株式） 

 

    【訂正前】 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 2,525,900 株 2022年３月期 2,399,600 株 

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 40,866 株 2022年３月期 44,066 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 2,490,328 株 2022年３月期２Ｑ 2,347,554 株 
 

【訂正後】 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 2,525,900 株 2022年３月期 2,399,600 株 

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 40,866 株 2022年３月期 44,066 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 2,447,468 株 2022年３月期２Ｑ 2,347,554 株 

 

  添付資料 ２ページ 

１． 当四半期決算に関する定性的情報 （２）財政状態に関する説明 

【訂正前】 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 資産につきましては 4,047,159 千円となり、前連結会計年度末に比べ 277,663千円増加いたしまし

た。これは主に、現金及び預金が 55,909 千円、前払費用が 50,233 千円、関係会社株式が 15,067 千円及

び投資有価証券が 215,742千円増加し、受取手形及び売掛金が 55,241 千円減少したことによるものであ

ります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会

計年度末に比べ 55,909 千円増加し、2,236,514 千円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 



2 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は 238,695 千円（前年同期は

247,930 千円の獲得）となりました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益 224,313 千円、減価

償却費 31,476 千円、減損損失 52,709 千円、売上債権が 55,252 千円減少、仕入債務が 68,328 千円増

加、未払費用が 41,938 千円増加、前払費用が 38,166 千円増加、法人税等の支払額 191,317 千円があっ

たことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果支出した資金は 316,085 千円（前年同期は

122,577 千円の支出）となりました。この主な要因は無形固定資産の取得による支出 55,339 千円及び投

資有価証券の取得による支出 241,182 千円があったことによるものであります。 

 

【訂正後】 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 資産につきましては 4,047,159 千円となり、前連結会計年度末に比べ 277,663千円増加いたしまし

た。これは主に、現金及び預金が 55,909 千円、営業投資有価証券が 181,086 千円、前払費用が 50,233

千円及び投資有価証券が 34,656 千円増加し、受取手形及び売掛金が 55,241 千円減少したことによるも

のであります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会

計年度末に比べ 55,909 千円増加し、2,236,514 千円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は 57,609 千円（前年同期は 247,930

千円の獲得）となりました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益 224,313 千円、減価償却費

31,476 千円、減損損失 52,709 千円、売上債権が 55,252 千円減少、仕入債務が 68,328 千円増加、未払

費用が 41,938 千円増加、営業投資有価証券が 181,086 千円増加、前払費用が 38,166 千円増加、法人税

等の支払額 191,317 千円があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果支出した資金は 134,999 千円（前年同期は

122,577 千円の支出）となりました。この主な要因は無形固定資産の取得による支出 55,339 千円及び投

資有価証券の取得による支出 60,096 千円があったことによるものであります。 
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添付資料 ４ページ 

２． 四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１） 四半期連結貸借対照表 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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添付資料 ８ページ 

（２） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】 
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【訂正後】 

 
 

以上 


